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ウトロ地域マリンビジョンニュース 
 

 ウトロ地域マリンビジョンニュースは、町民のみなさんと一緒にウトロ地域で水産業を核とした

地域振興を進める「ウトロ地域マリンビジョン計画」の推進状況などをお知らせするお便りです。 
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ウトロ地域マリンビジョン協議会 

からの報告 
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 【直近の経過について】 

Ｈ２７年１２月１０日 マリンビジョン協議会・・・事務局から説明 

Ｈ２８年２月２３日 地域マリンビジョンフォローアップ委員会（札幌市）・・・事務局から説明 

Ｈ２８年３月２日 マリンビジョン女性交流会議（札幌市）・・・委員から説明 

今回の交流会議では事前に「自慢の一枚」という写真を紹介することになっていて、ウトロ漁協女性部からは婦人部

食堂の写真を紹介した。食堂から漁業作業が見えるのが売りであり、観光振興にも貢献してきた。料理講習会や青

年部の加工も可能な施設を、新港に整備できるよう協力してほしいと強く要請してきた。 

  

 【漁港整備の進捗状況について】 

■別紙資料により開発局から説明された。 

・Ｈ２７年度で人工地盤等は完成する。Ｈ２８年度は特定目的岸壁や外郭施設の工事が行われる。 

・１０月２５日の大時化で島防波堤が被災したため、Ｈ２８年度は北海道による災害復旧工事も行われる。 

  

 【人工地盤の使用時期と使用範囲の見通しについて】 

■下記の通り確認。 

・沖側ライン一般利用できる。 

・階段５から南側の陸側ラインを網作業で使用する。 

・階段３、４は一般利用を可とするが、歩道（図面黄色）以外は通行しないよう注意看板を設置する。 
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ご意見お問い合わせは ウトロ地域マリンビジョン協議会事務局              TEL：0152-23-3131 FAX：0152-23-4190  

斜里町産業部水産林務課内 平田和司 森高志 笹峯健太  まで              E-mail:sh.suisan@town.shari.lg.jp  

衛生管理講習会が開催されました 

 【ウトロ漁港ルールの検討について】 

ルール案を事務局から説明し、運用していくことを確認した。 
  

 【ウトロ漁港の将来計画に関する漁業部会での検討について】 

将来計画に関する漁業部会での検討と、マリンビジョン計画への盛り込みについて、下記のとおり確認した。 

・人工地盤等の事業がひと段落するが、船揚場の狭隘や用地の不足等の課題が残る。 

・協議会の漁業関係者部会にて、ウトロ漁港の将来計画について検討を行っていく。 

・マリンビジョン計画は将来計画とリンクしている必要があることから、マリンビジョン計画にも検討内容を盛り込んで

いく。 

平成２８年２月１９日に衛生管理講習会が行われました。参加者は１０４名。 

この講習会は衛生管理に関する知識・技術の定着させ、衛生管理体制の向上を図る目的で斜里町ウトロ地区産地協議会が開催し、

北海道ぎょれん・北海道開発局・町水産林務課より講師が招かれました。 

以下内容 

１．市場の衛生管理について（ぎょれん品質管理部 山田次長） 

衛生管理の必要性と必要な取り組みについて説明された。特に作業場においては整理・整頓・清掃が基本であることや、関係者の

動機付けの重要性等も説明された。 

２．ウトロ漁港の整備について（網走開発建設部網走港湾事務所 田中専門官） 

ウトロ漁港の整備状況と今後の予定について説明された。 

３．ウトロ漁港衛生管理マニュアルについて（町水産林務課 森係長） 

産地協議会で作成した衛生管理マニュアルの内容について説明した。マニュアルは今後も必要に応じて改訂していく旨も説明した。 
 

質疑等ではオホーツク総合振興局水産課より下記の通り発言がありました。 

・北海道では水産物の輸出促進に取り組んでいるが、サケのＥＵ－ＨＡＣＣＰ認定を受けている漁協は網走漁協のみ。 

・ウトロ漁協、斜里第一漁協についても認定を受けやすい環境にあることから、北海道としても認定に向けた支援を行っていきたい。 


